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は
じ
め
に

１ 「
い
り
あ
い
交
流
」
と
い
う
試
み

学
び
あ
い
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
映
像
記
録

―
―
中
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
山
村
ト
ン
プ
に
お
け
る
実
践
か
ら

島
上
宗
子
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２  

自
然
は
管
理
す
る
も
の
か
？

図 1　「いりあい交流」がめざした関係づくり
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日本

ａ．主として創り出そう
としたつながり

ｂ．ａを創り出すために
生まれたつながり
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
を
つ
な
ぎ
、

　

 

ム
ラ
と
マ
チ
を
つ
な
ぐ
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Ⅱ 

山
村
ト
ン
プ

１ 

ト
ン
プ

図 2　映像記録作業を通じた関係づくり
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国
の
政
策
と
ト
ン
プ
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Ⅲ 

映
像
記
録
作
業
を
通
じ
た
学
び
あ
い

１ 

な
ぜ
、
映
像
か
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２ 

何
の
た
め
の
記
録
か
、
何
を
記
録
す
る
の
か
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Ⅳ 
記
録
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら

１ 

澤
幡
さ
ん
と
パ
ル
の
若
者
た
ち

写真 1　焼畑地を撮る
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２ 
伐
開
の
儀
礼
を
撮
る

写真 2　ポヴィネ
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見
え
る
も
の
か
ら
見
え
な
い
も
の
へ

図３　ペブイ（儀礼棚）
（注） ジャック（Abdulrazaq）ら

による作画。
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表 1　伐開の儀礼のプロセス
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４ 

若
者
た
ち
の
変
化
、
村
人
の
変
化
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Ⅴ 

お
わ
り
に
―
―
つ
な
ぐ
私
、つ
な
が
れ
る
私

１ 

プ
ル
ト
ゥ
マ
ナ
ン
・
ト
ゥ
ル
ス
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図 4　プルトゥマナン・トゥルスの関係性

それぞれの関心・
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２ 「
写
し
鏡
」
と
し
て
の
映
像
記
録
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そ
し
て
地
域
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究
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注
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は
じ
め
に

都
市
‐
農
村
交
流
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
都
市
‐
農

村
交
流
と
い
っ
て
も
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市
町
村
の
姉
妹
提
携
、
農
産
物
の
産
直
、
山

村
留
学
を
は
じ
め
と
し
た
多
彩
な
形
を
と
る
。
い
ま
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集
め
て

い
る
形
態
の
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と
つ
と
し
て
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ー
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ズ
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と
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れ

る
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イ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
都
市

生
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者
が
ゆ
と
り
あ
る
余
暇
の
過
ご
し
方
を
求
め
て
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緑
ゆ
た
か
で

個
性
的
な
地
域
文
化
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
農
村
に
滞
在
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
旅
行
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
（
井
上
他 

一
九
九
六
：

ⅰ
）、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
都
市
‐
農
村
交
流
と
い

う
概
念
は
、
農
村
住
民
が
都
市
へ
行
く
こ
と
で
は
な
く
、
都
市
民
が

農
村
を
訪
れ
る
こ
と
を
指
す
。
そ
の
背
景
に
は
ス
ロ
ー
・
フ
ー
ド
、

ス
ロ
ー
・
ラ
イ
フ
（
辻 

二
〇
〇
一
）
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
農

村
的
価
値
観
に
対
す
る
都
市
民
の
渇
望
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
他
方
、
都
市
民
を
受
け
入
れ
る
側
の
農
村
、
山
村
、
漁
村
を

抱
え
る
地
域
で
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
地
域
活
性
化
の
処

方
箋
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
本
理
念
の
特
徴
は
、
農
村
文
化
、

農
村
的
時
間
・
空
間
の
切
り
売
り
で
は
な
く
、
都
市
‐
農
村
間
の
交

流
に
重
点
を
置
く
点
に
あ
る
。
一
時
的
な
訪
問
者
で
は
な
く
、
リ

「
Ｉ
タ
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」
生
活
か
ら
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え
る
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と
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